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項 目 要   約 

１．研究の概要 マイナーアクチニド含有低除染燃料を用いた高速炉リサイクル技術を実証

することによって放射性廃棄物減容・有害度低減を達成する。高速炉燃料の

再処理・MA回収によって得られたフィードストック原料を用いて、Np、Am、

CmとFPを含む多元系燃料を研究対象とする。燃料の通常時の健全性及び過渡

時の安全性を評価し、燃料性能を検証するために必要な6つの研究課題を通

して、高速炉MAリサイクル実証のための主要な燃料技術を開発する。 

TREATの照射試験は、主に試験用カプセル設計、試験燃料体検査、過渡照射

試験及び照射後試験を米国側が実施し、得られた結果を用いて日本側で解析

評価を行う。さらに、双方で過渡時燃料挙動評価に必要な非定常解析モデル

の開発を実施することを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）フィードストック原料を用いた原料粉末の調製 

２）遠隔燃料製造技術 

３）MA含有MOX燃料の基礎物性データベースと燃料設計 

４）分析技術開発とMAの核変換評価 

５）PIE技術開発 

６）TREATにおける照射済燃料の過渡照射試験 

２．総合評価 Ａ ・米国のTREATでの実験に向けて、融点測定、熱伝導率測定など、順調に進

められており、よい実験結果が得られることに期待したい。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


